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地域座談会（北栄町社会福祉協議会会場） 意見交換記録 

と き  平成２７年５月１８日（月曜日） 

午後７時３０分から午後８時３５分 

ところ  北栄町社会福祉協議会 

参加者  ３人 

番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

１ 協働のまちづ

くりについて 

●協働について、町はどういった

取り組みを考えているのか聞いて

みたい。 

 

●協働活動の推進ですが、行政だ

けでは財政のこともありますし、

運営していけない部分がありま

す。住民の人と一緒になって色々

な地域活動を推進していかなけれ

ばならないと思っていますが、た

とえば、砂丘祭りは住民の皆様の

取り組みで運営していますし、ま

た、地域の道路等での除草作業も

地域でできることは、地域でおこ

なっていただいています。全て行

政だけではできないと思っていま

すので、住民の皆さんで取り組ん

でいけることを行政が支援してい

くことが必要だと思っています。 

●町民等やコミュニティの自発的な活動に対し、団体や

地域の状況に応じた必要な支援を行います。（政策企画

課） 

２ 今後の行政サ

ービスについ

●いま役場がやっている行政サー

ビスや機能を、各自治会に移して

●役場は、ご指摘のことを考えて

いかなければならないと思ってい

●回答のとおりです。（総務課） 
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

て いく仕組みが必要だと思う。 ます。今年事業の棚卸しをして、

全ての事業を見つめ直します。そ

の中で、町がやらなければいけな

いのか、本来は地域がやらなけれ

ばいけないのかを考えていかなけ

ればならないと思っています。そ

の結果により、地域にお願いさせ

ていただかないといけないことが

あるかもしれませんが、単純に地

域でやってくださいでは、ただ行

政が手を離しただけになってしま

うので、ちゃんとした理屈をもっ

て説明をして理解していただくこ

とが必要だとおもいますが、なか

なか難しいことだと思っていま

す。 

３ 情報公開につ

いて 

●Ｈ３２年には基金を切り崩し財

政破綻になるわけですが、財政の

ことなど住民にわかりやすいよう

にもっと情報開示が必要だと思う

が、どうか。 

●その通りです。 ●中期財政見通しについて、町ホームページに掲載しま

した。決算状況のお知らせとともに、町報にも掲載しま

す。（総務課） 

４ 人件費等の経 ●人件費が物件費についで多い。 ●臨時職員は正職員と同じくらい 回答のとおりです。（総務課） 
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

費削減につい

て 

臨時職員の数で人件費が削減でき

ると思っている。今後、検討が必

要だと思う。 

の人数がいます。国の補助金など

有効に使って臨時職員を確保して

います。 

５ 移住者の定住

支援について 

●移住定住促進事業について、移

住支援は充実していると思うが、

定住支援はどのように考えている

か。 

●移住してきた方をどうやって定

住に結び付けていくかが非常に大

切にだと思っています。定住の大

きな条件は働く場所、住まいの確

保だと思います。そのため、現在

リフォーム事業とか、農業の仕事

や作業を紹介するということで農

業人材紹介センターを開設してい

ます。また、北栄町に住んでよか

ったと思える魅力を作る必要もあ

りますが、北栄町に移住してこら

れた方も、地域の人と打ち解けて

いただき、自分達のアイデアで地

域を盛り上げていくことも大切だ

と思います。制度ばかりだけでは

なく、心のケアも必要だと思いま

す。今住んでいる人が住みやすい

町なら、移住してこられた方にと

っても住みやすい町になると思い

●回答のとおりです。（産業振興課） 
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番号 項 目 町民等からの意見等要旨 町からの発言要旨 対応（担当課） 

ます。 

６ 地域座談会資

料について 

●地域座談会で配布される資料

は、当日会場に来ないと見ること

ができないのか。ホームページな

どで事前に見ることができない

か。 

●必要であれば資料はお渡しでき

ます。 

●回答のとおりです。（総務課） 

 ●コナンのＰＲが相当行き届いているように感じます。空港ができたり、空港から直通のバスが運行したりして嬉しく思います。 

●庁舎統合に賛成しています。 

●由良お台場は日本に二つとない。珍しいお台場を日本の遺産になるよう効率的なＰＲが必要。 

●北栄町は農業の町です。農業の振興は、関係の皆さんのご意見、ご要望をお伺いし、また交流を行い、生の声を聴いて、農業をされる皆さんが

納得のいく施策の推進を図って欲しい。 

 


